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十
六
世
紀
白
原
債
計
算

ー十
ノ、

世
紀
の
原
債

;算lJ
岡

本

愛

次

阪
}
慣
計
算
は
十
九
世
紀
に
源
を
溌
す
る
と
は
泊
訟
で

3ぅ
‘-， .，<，J 

が
、
阪
似
命
日
計

ω
或
稀
川
U

裂
寸
詰
り

U
る
か
に
十
い
い
。
現
存
す
る

中
世
営
業
記
録
は
J

工
業
曾
計
が
早
く
も
十
四
世
紀
の
-
初
め
使

刑
さ
れ
た
多
く
の
例
を
一
示
す
。

そ
し
て
総
て
こ
れ
ら
の
諸
例
は

疑
た
〈
採
債
務
見
の
端
緒
的
形
式
は
普
通
産
業
革
命
の
数
世
紀

以
前
、
既
に
資
本
主
義
的
秩
序
の
下
に
来
た
鉱
山
、
織
物
の
如

き
工
業
に
於
て
採
用
さ
れ
た
と
と
を
一
小
す
。

徹
底
的
に
組
織
的
友
簿
記
法
は
先
づ
イ
タ
リ
ヤ
に
褒
展
し
、

そ
こ
よ
り
北
部
欧
側
、
特
に
低
地
方
に
蹴
っ
て
行
っ
た
。

こ
の

低
地
方
へ
の
イ
タ
リ
ヤ
の
影
響
の
興
味
あ
る
例
は
十
六
世
紀
の

有
名
な
ア
ン
ト
ワ

1
プ
の
印
刷
者
に
し
て
出
版
者
己
三
郎

R
v
z
q

p
E
r註
一
ト
属
す
る
一
揃
の
勘
定
帳
簿
に
依
り
奥
え
ら
れ
る
。

と
の
一
揃
は
複
式
に
且
又
イ
タ
リ
ヤ
語
に
て
記
帳
さ
れ
た

加
の
元
帳
と
一
一
加
の
仕
諜
峡
よ
り
成
る
。
詳
細
に
吟
味
す
る
と
、

第
四
十
九
巻

六
五
八

第
四
蹴

一占/、

こ
れ
ら
の
帳
簿
は
べ

一
ス
式
に
記
帳
さ
れ
て
を
る
と
と
、
並
に

こ
れ
は
工
業
合
計
の
例
で
あ
り
、
且
総
物
、
鉱
山
よ
り
も
む
し

ろ
印
刷
並
に
出
版
業
に
遁
用
さ
れ
て
を
る
と
と
が
注
目
さ
れ

る
。
一
止
口
々
は
こ
れ
ら
の
帳
簿
に
於
て
、
原
慎
設
見
の
震
の
試
み

が
注
さ
れ
て
な
る
こ
と
そ
研
究
し
て
見
た
い
。

戸司、

百主

、凶〆

九
百
戸
ヨ
ロ
コ
は
ブ
ラ
Y

九
人
、
一
円
k
i
五
年
ア
ン
ト
ワ
ー
プ

に
印
刷
業
を
開
業
。
一
五
六
=
一
六
七
年
四
人
の
皐
葵
愛
護
者
と
組

合
を
形
成
。
一
五
八
九
年
死
亡
。
彼
は
出
版
者
、
印
刷
者
、
書
籍
前

で
、
自
己
白
勘
定
で
彼
が
編
輯
し
た
書
物
を
印
刷
し
、
卸
小
賢
し
た
。

一
世
紀
の
四
牛
期
間
に
会
散
に
於
け
る
指
導
的
町
刷
者
と
な
ワ
た

が
、
そ
の
繁
栄
の
頂
上
に
あ
る
時
は
一

0
0
人
以
上
の
人
が
使
用
さ

れ
、
こ
こ
の
印
刷
機
が
活
動
し
て
居
た
。

ー
ー

印
刷
所
の
複
式
簿
記
訟
に
依
れ
る
、

待
は
一
五
六
三
年
成
立
の
組
合
に
属
L
、 イ

夕
日
ツ
ヤ
語
の
勘
定
校

一
五
六
三
!
六
七
年

に
わ
た
る
が
、
そ
れ
以
前
並
に
組
合
併
散
後
は
早
式
簿
記
法
を

使
用
し
て
居
た
。

こ
L

に
吟
味
せ
ん
と
す
る
は
そ
の
イ
グ
リ
ヤ

語
の
勘
定
帳
簿
で
あ
る
。

組
合
形
成
の
篠
項
は
現
存
し
て
を
る
が
、
そ
れ
に
依
る
と
資

FJorence Edler， Cost accounting in tl回 目xteentl】 cenllJ:ry，in The Accounting 
Review， September 1937・
Del Bene Company， Francesco Datini， Medici， I<agus九の誼幣局長の詩帳筒、
又 16t世紀にはドイツの鉱山業のそれでるる。
Charles & Cornelius van Bomberghen.. Jean van ο。γ]、出lJ，g GOJ"O piu~ Becanm; 

2) 

3) 



へ
註
三

グ
ロ
ス
の
六
分
前
に
八
刀

寄l本
、は:

そ各
の身

中=
C4l子守
主己
L5)リ

1 

緒
y

Jレ
で

三"
分ゥ

l百I
を
と
り
他
の

人
iJ': 

各

身
一
分
前
宛
と
っ
た
。
そ
し
て
利
潤
は
比
例
的
に
配
分
さ
れ
る
。

又
C
が
組
合
帳
簿
記
伎
の
責
任
を
負
ひ

E
十
月
一
目
、
年
に
一

同
他
の
組
合
員
に
合
計
報
告
な
す
ぺ
〈
規
定
し
て
を
る
。

C
に
依
り
記
帳
さ
れ
た
帳
簿
は
先
述
の
イ
タ
リ
ヤ
語
の
ベ

ス
式
複
式
簿
記
法
に
依
れ
る
、
仕
誇
帳
と
元
帳
で
あ
っ
た
。

れ
ら
の
主
要
勘
定
帳
簿
以
外
に
狛
多
く
の
組
合
に
闘
す
る
帳
簿

が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
常
座
峡
乃
五
補
助
簿
と
し
て
使
肘
さ
れ
、

先
の
イ
タ
リ
ャ
一
泊
の
限
措
が
込
づ
〈
材
料
宇
一
県
供
寸
る
も
の
竹

あ
る
。

P
自
身
に
依
り
苦
か
れ
7
-
ア
ン
ス
語
を
使
用
し
た
。

P
は
そ
れ
ら
の
帳
簿
を
皆
草
式
簿
記
法
に
依
り
記
帳
し
た
。

卸
ち
印
あ
る
種
の
仕
詩
帳

l
業
務
仕
譲
帳
(
』
2
5
包
含
E
F』耳切)

と
呼
ば
れ
、
そ
の
中
に
綿
て
の
取
引
、
町
ち
什
器
、
用
紙
の
購

買
、
販
貰
、
牧
入
支
出
が
記
さ
れ
る
。

ωる
る
穫
の
一
克
帳

l
業

務
一
冗
帳
(
間

E
E
T諸
島
虫
色
E
E
)
と
呼
ば
れ
、
同
一
の
取
引
が

多
少
集
中
さ
れ
た
形
式
で
再
記
さ
れ
て
を
る
。

と
の
こ
帳
簿
は

じ
及
び
彼
の
簿
記
方
に
非
常
に
利
用
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
帳
簿

十
六
世
紀
の
原
債
計
算
第

、
と
し
て
賃
銀
帳
簿
(
】
宅
日

ι
2
2主
3

植
字
工
、
印
刷
工
、
そ
の
他

に
支
捕
は
れ
た
賃
銀
の
詳
細
な
記
録
)
書
籍
商
簿

(
}
5
0
L
2
5
2
5

1
F
の
出
版
物
を
購
買
し
た
書
籍
販
賀
商
の
人
名
勘
定
を
包
含
す
る
)
小

費
販
賓
待
(
]
Z
O
L
2
5

於
け
る
現
金
一
肌
買
を
記
帳
せ
る
も
の
)
他
の
一
は
P
の
仕
誇
帳
(
組
合

開
始
時
に
於
け
る
什
器
の
財
産
自
錐
が
記
録
さ
れ
、
又
色
々
の
勘
定
を
包

と

合
す
る
)
紛
忠
へ
し
た
二
個
の
帳
簿
は
什
器
簿
宮
古
高
島
2
2
2
E
S
)

-
今
日
設
備
一
万
帳
主
稽
す
る
も
の
)
製
本
師
備
忘
録

TMHO-EEH

E
5
5
|製
本
削
と
の
勘
定
壬
包
含
す
る
〕

で
あ
る
。

イ
ア
リ
ヤ
川
口
じ
長
ブ
…
人
J
~
、ュ

一
三
回
一
ワ
ノ
巾
1
1
v
e
，hリ
一

ぃ
j
L

i斗
高11
i11・

ず)

車n

~，十
寸一

出
資
は

2
2
6
-
2
1
s一
命
(
資
本
金
勘
定
)
に
依
り
表
現
さ
れ
て

や
一
る
。
貨
幣
支
掛
の
出
資
の
反
針
記
帳
は
現
金
勘
定
に
一
不
さ
れ

る
が
、

こ
の
勘
定
は
少
し
ば
か
り
の
色
k

の
他
の
項
目
を
包
含

し
、
先
に
締
切
ら
れ
、

一
五
六
五
年
作
製
の
残
高
表
に
は
現
れ

て
来
・
な
い
。

p
の
左
し
た
線
て
の
現
金
牧
入
支
出
は

g
z
。B
司
8
5
(交

五
計
算
)
と
栴
せ
ら
れ
る
P
の
名
前
の
第
二
の
勘
定
に
一
不
さ
れ
、

彼
の
資
本
金
勘
定
と
は
匝
別
し
て
を
か
れ
る
。

と

の

円。ヨ[。

凶
十
九
巻

六
五
九

第
四
競

七

〈
】
白
叩

Jacop的 deSchotti. 
Corneliu:s van Bomberghen I口崎、以ド同亡。
r:hristopher Pl叩tin の略、以下 r~'11 1ず。

4) 
5) 



六
十
世
紐
の
原
債
計
算

円む『『。=【。

は
事
賃
上
現
金
勘
定
の
地
位
を
と
り
、

P
が
責
任
を

負
へ
る
綿
て
の
現
金
に
闘
す
る
取
引
を
記
帳
す
る
。

そ
の
他
の
元
帳
勘
定
の
名
穏
と
機
能
と
は
明
ら
か
に
そ
の
組

ム
口
の
工
議
的
性
格
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。
印
刷
機
、
前
字
、
活

作
と
栴
せ
ら
れ
る
諸
勘
定
は
近
代
工
業
合
計
の
設
備
諸
勘
定
に

相
肱
じ
、
使
則
さ
れ
た
川
紙
の
た
め
の
聞
紙
勘
定
は
原
料
働
定

に
臨
」
Y
る
o

製
泊
費
用
は
さ
曲
。
島

E
2
2
E
-
o
{商
品
諸
費
用
)

と
稽
せ
ら
れ
る
勘
定
に
示
さ
れ
、
賃
銀
、

そ
の
他
の
費
用
が
借

方
附
ら
れ
て
を
る
。

P
が
印
刷
を
引
受
け
た
各
書
物
に
射
し
特
殊
の
勘
定
が
党
帳

に
閲
か
れ
る
。
ま
〈
一
号
一

E
H
a
g
E
E
C
-
2
0
Z
H
Bロ
ミ
の
如
き

で
あ
る
。
乙
れ
ら
の
諸
勘
定
は
使
用
さ
れ
た
用
紙
、
賃
銀
、
印

刷
諸
費
用
に
劃
し
て
借
方
附
ら
る
。
書
籍
が
印
刷
機
を
離
れ
る

ム
」
、
そ
の
特
殊
の
勘
定
は
抹
殺
せ
ら
れ
、

一E
S
E
c
-
Z
(在

庫
書
籍
)
左
裕
せ
ら
れ
る
勘
定
が
借
志
附
ら
る
。

か
く
て
印
刷
さ

れ
る
各
審
物
に
閲
か
れ
た
諸
勘
定
は
近
代
工
業
舎
計
の
半
製
品

勘
定
と
同
一
で
あ
り
、
定
庵
書
籍
勘
定
は
完
成
品
勘
定
に
営
る
。

只
今
総
括
し
て
来
た
手
績
は
、
原
慣
曾
計
が
十
六
世
紀
に
於

第
四
十
九
巻

六
六

O

第
四
競

i¥ 

て
も
杢
然
知
ら
れ
て
居
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
更
に
詳
し

〈
設
明
す
る
で
あ
ら
う
。
王
口
々
は
吠
に
設
備
(
印
刷
機
)
勘
定
、

原
料
勘
定
(
官
官
R
E
3
宮
島
0
1
p
a
E
)
、
製
活
費
用
勘
定
(
断
唱
の
昂

白
山

2
2
2
2
0
)、
半
製
品
勘
定
(
予
告
ご
口
広
。
)
並
に
在
庫
書
籍
肋

.‘ 

定
、
そ
れ
か
ら
拾
三
円
2
4
2
2
2
6
S
同
と
稲
せ
ら
れ
る
働
定
に

っ
き
多
少
の
一
詳
細
を
あ
た
へ
る
こ
と
に
す
る
c

組
合
成
立
後
、

P
の
直
接
の
仕
事
は
印
刷
機
及
び
そ
の
他
の

材
料
を
据
附
け
る
に
あ
っ
た
が
、
最
初
の
三
ヶ
月
聞
に
コ
一
個
の

印
刷
機
、
数
ヶ
月
後
更
に
一
個
加
へ
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
購
買

ヂ
亡
』
悶
ず
る
津
澗
主
P
こ
衣
り
り
ゾ
氾
巴
民
礼
さ

t
hヒ」一主占二一史寧
ii1「岨罷昨牢車鼎、

l
E祖

¥
i

P
の
仕
誇
峡
、
栄
務
仕
詫
帳
に
同
様
詳
細
に
興
へ
ら
れ
て
を
る
。

か
〈
て
五
口
々
は
各
印
刷
機
の
色
々
の
部
分
が
如
何
程
費
削
を
要

し
た
か
正
確
に
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ヤ
諾
仕
誇
帳
は
会
取
引
を
一
一
居
凝
縮
し
た
形
式
で
輿

へ
る
。

こ
与
に
於
て
は
印
刷
機
勘
定
は
借
方
附
ら
れ
、

は
貸
志
附
ら
れ
る
。
イ
タ
リ
ヤ
一
詰
一
花
帳
に
於

P 
c:; 

円

C-}[己

ロDhl
『。ロ【。

て
、
印
刷
機
勘
定
は
仕
藷
記
入
よ
り
期
待
し
符
べ
き
形
式
に
あ

る。



用
紙
勘
定
の
例
と
し
て
、
甘
目
立

z
g弓
品
目
コ
含
目
。

}dG勘

定
を
選
む
だ
。

こ
れ
が

内ぐ一円尚一一一コ同部。

に
使
用
さ
れ
た
用

紙
で
あ
り
、
そ
の
一

一
O
レ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
よ
り
購
入
さ
れ
た
。

と
れ
ら
は
業
務
仕
諜
帳
に
詳
細
に
、
業
務
元
帳
に
多
少
簡
略
な

形
式
で
興
へ
ら
れ
て
を
る
。

イ
タ
リ
ヤ
語
の
仕
諜
阪
に
於
て
は
、
宮
古
2
2『
広
ユ
印
吋

53ω

勘
定
は
併
方
附
け
、

P
の

gロ
5
2
=
s
z
は
貸
方
附
ら
れ
る
。

と
の
記
入
は
元
帳
に
附
記
さ
れ
る
の
で
る
る
が
、

と
の
一
光
州
問
助

定
に
は
金
制
側
以
外
の
附
加
闘
が
問
紙
の
数
日
山
の
た
め
日
方
、

:[r 
)j 

()) 

I+i 
jJ!~ 
IC 

i)m 
‘そト

ι〉

者f
ペ〉

〈

(jQ 

t
t
 

(コ
レ

の
印
刷
の
た
め
購
入
さ
れ
た

ン
の
中
一

O

レ
ン
が
使
則
さ
れ
た
が
、

そ
の
原
偵

ι

s
一
七
d
八
が

h
d
f
J

円四一一

勘
定
に
併
方
附
ら
れ
、
用
紙
勘
定

に
貸
方
附
ら
れ
る
。

回
目
〕

2
0
三ムー

5
2
2
5庁
帥
ち
製
外
国
一
貸
別
勘
定
は
、
山
司
法
務
仕
諜

陵
に
依
れ
ば
、

P
に
依
り
支
悌
は
れ
た
総
て
の
雑
費
、
並
に
賃

銀
に
針
し
て
併
方
附
ら
れ
る
。

P
の
最
近
の
記
帳
を
受
取
る
毎

に
、
じ
は
そ
の
常
時
の
色
々
の
項
目
を
一
絡
に
集
め
、
翠
一
記

十
六
世
犯
の
原
M
M
計
算

入
と
友
し
、

P
の

に
貸
方
附
け
、
製
造
費
用

門

C
ロ円。。。

=o目円。

勘
定
に
併
方
附
る
。
そ
し
て
こ
の
製
法
費
別
勘
定
の
借
方
附
は

各
特
殊
の
版
の
勘
定
に
振
替
へ
ら
れ
る
。

R3Hm--uw
の
揚
合
は

P
は
£
八
s
一
九
d
八
を
航
竿
並
に
印
刷
の
賃
銀
の
た
め
支
排

と
の
剖
聞
は
製
法
費
用
防
定
よ
り

二
と
芝
、
、
勘
定
に

っ
た
が
、

振
替
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

五
口
々
が
凡
て
来
た
如
く
、

E
F品
目
]
之
助
定
は
使
川
さ
れ
た
用

紙
の

E
一二

s
一
七
d
八
並
に
賃
銀
の
£
八

s
一
九
d
八
が
借

方
附
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
借
万
に
用
紙
の
偵
怖
の
推
定
的
誤
謬

日〕
、，.~

占めう

~rl 
"、¥~ 
tら〉
tれ1 

r!) 

，2~ . .. 
制

一
九
d
正
が
出
版
版
阿
川
伊
一
不
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ

る
o 

こ
の
州
仙
の
中
に
は
イ
ン
キ
、
糊
、
紛
の
如
き
補
充
物
の
消

費
の
た
め
、

並
に
刻
掛
費
、

減
似
償
却
投

ω
た
め
何
等
割
酌
が

た
さ
れ
て
ゐ
む
こ
止
が
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
併
し
先
の
綿

額
は
主
製
む
一
政
費
空
包
含
す
る
も
の
で
あ
り
、
制
充
物
は
用
紙
.

賃
銀
に
比
し
琉
納
の
究
川
で
あ
る

3

減
依
償
却
は
、
印
刷
工
業

は
未
だ
子
工
業
的
段
階
に
あ
り
、
使
用
さ
れ
た
設
備
は
徐
り
高

依
な
ら
や
、
そ
れ
が
橡
見
[
得
る
則
川
内
に
隙
腐
又
は
焼
損
ナ

第
凶
十
九
巻

第
四
披

九

六
六

トロワの 1:等印刷紙とも云」、べきもの。 Troyes はセーヌ何上流の奮柿。
papier carre は用紙の一種剣にして、印刷、筆記用のものなり。
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る

危
~旨
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i.i:十
立]ゐノ、

つ世
7己 主日

グぷ

江〉届I
-e 刊1
め計
る7) J手
。

民
〈
H

『
間
一
て
、
勘
定
は
在
庫
t
h
知
制
定
へ
の
伯
方
附
に
よ
り
抹
殺

さ
れ
る
。

こ
の
倉
庫
勘
定
は
書
籍
が
印
刷
機
を
離
れ
ホ
服
さ
れ

、d
b
f
r
j
h
u
i
p
U
肌

4
J
ι

つ、ノ
1
、

F
H
h
L
U
V
J
U
ブ
阿
r

j

地

n
m
柑
が
商
人
又
は
公
衆
に
現
金
で

市
民
却
さ
れ
て
初
め
て

E
z
u
cこに〕一
H
E
E
E
(賢
却
さ
れ
士
川
紙

並
に
北
口
斜
)
と
科
せ
ら
れ
る
阪
町
勘
定
に
貸
方
附
ら
れ
る
。

ヂJ'
バL

童
日
比
和
勘
定
に
於
て
は
附
加
欄
が
当
防
相
の
数
量
の
た
め
併
方
、
貸

方
の
雨
側
に
準
備
さ
れ
て
を
る
。

書
籍
の
掛
貨
は
書
籍
出
問
符
な
る
一
種
の
郁
助
一
花
峡
に
記
さ
れ

，-

A

V

、、

税
ケ
泊

と
L

K
は
勘
定
が
各
府
人
銃
一
に
聞
か
れ
て
居
先
。

イ
タ

リ
ヤ
詰
一
光
帳
に
は
併
し
何
等
の
佃
k

の
人
名
制
定
が
一
行
杭
せ

歩
、

ι
o
t
Z
2
2
[
門
戸
只
出

{C
コ
E
E
C
=
π
(債
務
街
柑
航
者
、
集
合
勘
定
)

と
栴
せ
ら
れ
る
一
般
勘
定
が
使
川
さ
れ
て
左
る
。

最
後
に
イ
タ
リ
ヤ
古
川
一
一
札
幌
に
存
在
す
る
唯
一

〉
北
口
引
」
1
d
一一壬こ一

『

F
-
H
ヨ
l

一

言
す
る
に
、
そ
れ
は
組
合
成
立
後
一
年
半
の
一
瓦
六
五
年
四
月

二
六
日
の
目
附
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
残
高
去
は
試
算
去
に
す

空
宇
和
席
主
口
特
勘
定
設
に
販
釘
断
定
に
闘
し
、
利
刑
制
定
の
た

め
原
伎
に
依
る
棚
却
に
て
修
正
す
る
所
が
な
か
っ
た
。
損
佐
助

第
凶
十
九
怨

ノ、
ーム

ノ、

第
四
銑

O 

定
は
貸
金
に
針
す
る
利
-
ナ

ω
£
一
四
を
以
て
借
方
側
に
あ
ら

は
れ
て
を
る
に
過
空
ぬ
。
と
の
試
算
去
の
作
製
後
、
そ
と
に
現

れ
る
色
L
R

の
償
問
削
を
繰
越
し
、
新
制
定
が
開
始
さ
れ
た
。

言1

日一可
M
n
L
m
m円
'
E
。

l
-
-
戸、.
J

ド
l
-

一
「
-
一

s

・

一

h

l

月

仁
F
中

H
U
E
一
ア
川
知
れ
怖
に
し
て
、
「
い
か
仙
刊
の
収
軸
叫
に
於
て
仇
加
せ
る
、

プ

ラ

ン

ダ

ー

ス

ポ

ン

ド

卸

ち

フ

ラ

ン

F
I

フ
U

リ
ン
山
川
口
ル
丸
山
一
六
仙
の
間
航
わ
り
U

イ
タ
リ
ヤ
諒
一
克
服
投
に

引
詩
献
は
こ
れ
を
使
川
し
て
を
乙
c

と
の
的
即
な
分
析
で
五
日
々
は
P
の
制
ム
口
の
術
記
訟
の
涼
弐
的

性
格
に
附
す
る
諸
問
{
止
の
み
を
研
究
し
て
来
た
。
そ
し
て
と
れ

ら
の
一
品
川
間
定
の
中
で
も
む
も
山
単
純
た
例

a

〈

=Fh-
ゆ
ピ
選
搾
し

'
G
f

、

日コ，
i
F

ム

校一
H
4刊
の
た
め
の
唄

z
u、

町一五

三
4

唱
え
〉
三
〉
〉

'hivl

ヰ
町

σ
7
r
u
ジ
n
司
ド

目
等
が
し
州
制
な
詳
ね
の
抑
制
ム
U

附
加
さ
れ
る
以
外
、

n
u
、-
1
、ノ

1
r
h
m凡

争
仲
ノ

l
U
1
4ヰ

中
印
刷
さ
れ
た
他
の
書
物
に
判
し
聞
か
れ
た
祁
勘
定
も
本
質
的

に
同
一
で
あ
る
。

先
中
川
一
の
如
く
再
々
は
き
は
め
て
組
朴
た
、

吋?れ

m
i
l
}』
T
r
コ山
-
m
u
u

h
ρ
F
ι
↓

H
乍
ウ
一
点

#
J
迄
ゆ

的
形
式
と
思
惟
さ
れ
る
も
の
を
見
て
来
た
が
、
パ
チ
オ
ロ
、

の
他
の
簿
記
誌
の
著
者
も
之
に
闘
し
何
等
ふ
る
k
所
が
友
か
っ

た
の
で
あ
る
。

そ
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